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右のお菓子は「芭蕉

庵」で販売されている

5月の和菓子なのです

が、名称は何でしょう。

ヒントは植物です。

答えは右下に記載。

【材料】１回分
木綿豆腐 150ｇ×２個

鶏むね肉ミンチ 200ｇ

卵 １個

かたくり粉 大さじ３

ねぎ いっぱい

塩コショウ 少々

オリーブオイル 大さじ１

オーロラソース

ケチャップ 大さじ１

マヨネーズ 大さじ１

パセリ 少々

※ねぎを季節の野菜に変えてヘルシー！

春夏号
2026年

（第5号）

花いっぱいの広報誌
患者さんと作りました

季節の和菓子クイズ
芭蕉庵

【作り方】
①ねぎを小口切りに切っておく。

②ボールに木綿豆腐＋鶏むね肉ミンチ＋

卵＋かたくり粉＋ねぎ+塩コショウを

入れて混ぜる。

③フライパンにオリーブオイルを大さじ

１入れて、丸く小分けにして焼く。

④裏返して蓋をして中火～弱火で裏表

5分間こんがり焼く。

⑤お皿にイイ感じに盛り付けて、オー

ロラソースをつけていただく。

やわらか美味しい！豆腐のチキンナゲット

【栄養価】
エネルギー：508kcal

たんぱく質：78.6ｇ

塩 分：2.2ｇ

“ツツジ競演”
こもれびの校庭植物図鑑

ツツジの漢字表記は“躑躅”ですが、躑と躅はいずれも“たたずむ” “足踏みをする”の意味で、躑躅（てき
ちょく）は歩行が進まない様子を示す熟語でもあります。躑躅で躑躅（ツツジで足が止まる）といった
ところでしょうか。子供のころラッパ形の花を摘み、根元の甘い蜜を吸った方もおられると思いますが、
ツツジの中でもレンゲツツジには毒があり、間違えることも考えられますのでツツジの蜜は吸わない方が
無難です。ヒラドツツジ、キリシマツツジほど華やかさはありませんが、ドウダンツツジも春に小さな
可憐な花をつけます。ドウダンツツジの日本語の漢字表記は満天星や灯台躑躅で、いずれも“どうだん”と
は読めないので熟字訓です。満点星は愛らしい白花の様子から、灯台躑躅は枝分かれの様子が夜間の 明
かりに用いた灯台の脚部と似ていることから来たと考えられます。1991年2月、栃木県の烏山天文台で日
本人により発見された小惑星6786は、この植物にちなんで満天星（Doudantsutsuji）と名付けられました。

ヒラドツツジ
（ツツジ科ツツジ属）

キリシマツツジ
（ツツジ科ツツジ属）

ドウダンツツジ
（ツツジ科ドウダンツツジ属）

ポリファーマシーを知っていますか
こもれびカフェ ちらしコレクション

特集

掲載記事募集
“こもれび” に掲載する記事(200字程度)を募集しています。

写真やイラストも大歓迎。総合受付にお持ちください。

患者さんが
一生懸命作りました。

（季節の和菓子クイズ答え）
花菖蒲 (ハナショウブ)

患者さん作品集



医局の井戸端会議
“ポリファーマシー編”

当院と川崎医療短期大学の共同開催で２か月に１回こもれびカフェを開催しています。こもれびカフェ

は「認知症カフェ」ですが、認知症の方だけではなく広く地域の方にご参加いただき、認知症への理解

を深めるための催しです。患者診療支援センターで申し込みを受け付けていますので、お気軽にお問い

合わせください。

086-201-5280

ポリファーマシーとは、複数の薬剤を服用することで、不利益が生じている状態を指します。単に

薬の数が多いことではなく、薬の相互作用による副作用、飲み忘れ・飲み間違いなどにつながる状

況をいいます。高齢者は複数の疾病を抱えやすく、加齢による身体機能の低下も相まってポリファー

マシーのリスクが高くなります。予防のために、お薬手帳を１冊にまとめる、かかりつけ医師・薬

剤師を持つ、マイナンバーカードを健康保険証として利用するなどの対策があります。

S先生、入院患者のBさんについて、薬剤師から“ポリファーマシーのリスクが
あるから処方薬剤を減らした方が良い”って言われたんですけど…
別に副作用も出ていないし、何か問題あります？

薬剤何種類処方してる？

20種類ですけど。

うーん多いなあ。減らすことできない？

どれも必要だから投与してるんですよ！それに副作用も出てないのに何で減ら
さなきゃいけないのか、よくわからないんですけど。ポリファーマシーってい
うのは単に処方薬剤数が多いことではないって本にも書いてありましたし。

その通り。処方薬剤数が多いこと＝ポリファーマシーではない。ただ、処方薬
剤数が多い場合は、そうでない場合と比較して有害事象発生率が高いことがわ
かっていて、可能な限り多剤併用を避けた方が良い。20種類もの薬を飲んでい
たら薬だけで満腹になりそうなんだけど…君なら飲める？

うーん、適当に間引いて捨てるかも。

実際そういう患者さんいるよ。薬剤を減らしてきちんと飲めたら、その方
がいいでしょ。

わかりました。Bさんの処方をもう一度見直してみます。でも、なぜポリ
ファーマシーって言うんでしょう。ポリはギリシャ語で“多数”、ファー
マシーは英語で“薬局”。多数の薬剤でなく多数の薬局？

複数の医院にかかってそれぞれから処方が出る状況も、高リスクといえる。
同じ種類の薬を重複して飲んでいたり、薬剤同士の相互作用に気が付かなかっ
たりと、有害事象のリスクが高くなる。マイナンバーカードを健康保険証と
して利用すると、診療情報提供に同意することで過去の投薬歴や健康診断情
報が医師や薬剤師に共有されるから、より安全で適切な医療を受けることが
できておすすめだよ。

そうなんだ…じゃあ早速市役所に行ってマイナンバーカード申請するので、
午後から半日休暇下さい。

しょうがないな。最近は証明写真機から必要事項を入力して申請できる機種

もあるそうだから、行ってきなさい。
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